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 2019年5月30日（木）・31日（金）の2日間、全国

施設協議会が茨城県の「水戸プラザホテル」に於いて開

催されました。会議に先駆け、永年勤続表彰、公益社団

法人日本重症心身障害福祉協会の定期総会が開催されま

した。永年勤続表彰者645名、重症心身障害看護師合格

者65名の表彰式の後、定時総会では決算報告、役員改

選がありました。2期に渡って協会の理事長を務めてい

た島田療育センターの木実谷哲史院長に代わり、ベルデ

さかいの児玉和夫院長が理事長に選任されました。 

 来年は2020年5月20～22日の3日間広島で開催予定

となっています。 

 2019 年 4 月 1 日付で、事務部部長を拝命いたしま

した森久保真由美です。約 4 年間事務部長が不在で

あった為、各会議等のご挨拶を事務部次長としてさせ

て頂いておりましたので、利用者様のご家族、各施設

の方にはすでに私の事をご存じ方も多いかと存じま

す。福祉や障害の世界はこの 10 年大きく変化をして

います。今後は事務部長として、より広い視野を持っ

て法人運営や、事業運営を考え、島田療育センターに

とって、利用者様にとって、良き方向

へ皆さんと一緒に歩んでいけるように

精進していく所存でございます。今後

とも皆様のご指導ご鞭撻よろしくお願

い申し上げます。私の座右の銘は「好

かれるより信頼される」です。 

信頼される事務部長を目指します！ 

◆開催プログラム◆ 

行政説明 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 障害福祉課 障害児・

発達障害者支援室 

障害福祉専門官 刀根 暁 様 

特別講演 

重症児をとりまく現在の課題を考える 

―茨城東病院での経験から―  

独立行政法人国立病院機構 茨城東病院 

胸部疾患・療育医療センター  

小児科医長 竹谷 俊樹 様  

シンポジウム 

成人期に達した重症心身障害者の問題について 

成人期以降からの施設利用者への支援とは  

堺市立重症心身障害者（児）支援センター ベルデさかい 

センター長 児玉 和夫 様 

成人期における摂食・呼吸機能の低下と 

アドバンス・ケア・プランニング  

千葉県千葉リハビリテーションセンター愛育園 

園長 石井 光子  様 

光の家療育センターの最近15年間の振り返りから見た 

成人期に達した重症心身障害児、者の諸問題について  

光の家療育センター  

施設長 鈴木 郁子 様 

成人期に達した重症心身障害者を持つ親の思い  

茨城県重症心身障害児（者）を守る会  

副会長 佐藤 芳昭  様 

報告事項1 

医療問題検討委員会 / 福祉問題検討委員会 / 

「療養介護のガイドライン」作成特別委員会 / 

学術委員会 / 人材育成・研修委員会 / 広報委員会 

報告事項2 

重症心身障害福祉協会東日本＆西日本施設協議会協議 

事務部長 

森久保 真由美 

日本重症心身障害福祉協会理事長

として最後の務めを果たしました。 

永年勤続表彰の様子 

当センターからも 4 名の職員が 

永年勤続表彰に参加しました。 

院長・療育部長・事務部長と一緒に

記念撮影。 
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パルテノン多摩のご協力により、今年度限り5階 

シティーサロンをお借りして、各病棟の大遠足を実施

しました。 

（編集委員 高橋 節夫） 

 6月6日（木）、1病棟大遠足（1班）が行われました。
リフトバス5台に分乗し、多摩センターのパルテノン多
摩に向かいました。利用者様20名、ご家族8名を含む総
勢54名が参加しました。5階のシティーサロンを会場
に、ママアンサンブル「ドロップス」7名によるコンサー
トを楽しみました。素敵な演奏を聴いたあとは、参加者
全員で記念撮影をして帰路につきました。 

 5 月 30 日（木）、2 病棟大遠足（1 班）が行われまし
た。リフトバス 5 台に分乗し、多摩センターのパルテノ
ン多摩に向かいました。利用者様 21 名、ご家族 8 名を
含む総勢 59 名が参加しました。5 階のシティーサロン
を会場に、パフォーマンスママ「レインボーズ」6 名に
よる楽しい歌と演技を楽しみました。病棟スタッフも
衣装で演技に加わり、利用者様も大笑いでした。 

 5月22日（水）、3病棟大遠足（西棟）が行われまし
た、リフトバス4台に分乗し、多摩センターのパルテノ
ン多摩に向かいました。利用者様14名、ご家族3名を含
む総勢42名が参加しました。5階のシティーサロンを
会場に、演奏ボランティア「アートピア」7名の歌と演
奏を楽しみました。医療度の高い西棟の利用者様に
とっては、貴重な外出体験となりました。 

 5月23日（木）、6病棟大遠足（1班）が行われまし
た。リフトバス4台に分乗し、多摩センターのパルテノ
ン多摩に向かいました。利用者様19名、ご家族2名を含
む総勢58名が参加しました。5階のシティーサロンを
会場に「井上鑑様とバンドメンバー」のミニコンサート
を鑑賞したり、緑の芝生が広がる多摩中央公園をのん
びり散策して過ごしました。 

 6月19日（水）、7病棟大遠足（1班）が行われまし
た。リフトバス5台に分乗し、多摩センターのパルテノ
ン多摩に向かいました。利用者様19名、ご家族7名を含
む総勢58名が参加しました。5階のシティーサロンを
会場に、パフォーマンス集団「ザ・レインボーズ」5名
による賑やかな歌とダンスを楽しみました。多摩中央
公園に移動して、池の周囲の散策も楽しみました。 

 6月11日（火）、厚生棟及びデイケアセンターを使用
して「親睦会」を実施しました。幼児部利用者様10名、
青年部利用者様27名、ご家族30名、職員27名が参加
し、楽しいひと時を過ごしました。午前は幼児部・青年
部合同のゲームで盛り上がり、午後は音楽ボランティ
ア「アートピア」様の素敵な歌と演奏を鑑賞しました。 
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7月7日（日）の午後、厚生棟研修室にて「The Low 

Brass Unit GIFT」のコンサートが開催されまし

た。利用者様にとっては初めての金管楽器四重奏でし

た。楽器の種類は、バストロンボーン・テナーバストロ

ンボーン・テナートロンボーン・スーザホンの4つで

す。男性4人組による明るく楽しい演奏に、会場の利用

者様・職員も笑顔と手拍子で参加しました。特に盛り上

がりを見せたのは“トトロファンタジー”でした。演奏

と手拍子で会場がひとつにまとまりました。会場の様子

はライブ中継で各病棟に届けられました。  

（編集委員 高橋 節夫） 

昨年同様、地震による被害を想定した訓練でした。訓練

が始まると、建物被害や負傷者の情報が次々と災害対策

本部へ集まり、外来エリアでは、島田療育センターの医師

達によるトリアージや処置が行われました。 

負傷者役の職員は、昨年よりも10名以上多かったので

すが、全員発見され処置を受ける事ができました。2 年目

という事もあり、災害対策本部での情報収集や、医師によ

るトリアージは、昨年よりもスムーズに出来た様に思い

ます。今後も定期的に訓練を行い、いざという時に落ち着

いて行動ができる様にしたいと思います。 

（防災危機管理委員会 津野 由記子） 

 6 月 19 日（水）の午後、厚生棟研修室を会場に「第 2

回ボランティアの集い」を開催しました。当センター入所

利用者様の生活に関わっていただいているボランティア

及びボランティアコーディネーターの皆様をお招きし、

センターの謝意をお伝えすると共に、ボランティア相互

の交流の機会にすることが目的です。 

 今年度は、河理事長、木実谷院長、落合療育部長よりご

挨拶をいただいた後に、楽しい昼食会とプチイベントが

行われました。 

参加団体：アートピア・ジャルデニエール・パルテノン多

摩・CAPP・ＮＰＯ法人サービス評価機構・多摩ボラン

ティアセンター・工房れすと（順不同） 

 （編集委員 高橋 節夫） 

7月1日（月）、7月11日（木）の２日間（2回目はビ

デオ）、厚生棟にて第1回医療安全講習会が開催されま

した。はじめに舟田療育長より『2018年度の事故報告

のまとめ』として、昨年度、医療安全管理委員会に提出

された事故報告の分析結果の報告がありました。今後の

事故防止に繋げていただきたいと思います。次に髙山副

院長より『針刺し末梢神経損傷と安全な注射のための解

剖学的知識』について、当センターでも起こりうる注射

や採血時のリスクについてお話しいただきました。今回

は少々専門的な内容でしたが、実際の症例も交えたお話

は勉強になりました。 

（編集委員 中野 智子） 
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2019年6月～7月 

種別 人数 種別 人数 

看護師 80名 作業療法士 2名 

介護福祉士 3名 言語聴覚士 2名 

保育士 2名 心理判定員 9名 

理学療法士 1名   ※介護等体験実習の数は含みません 

スヌーズレンカーが納車されましました！ 

 

 

 

日程 2019年9月14日（土） 

会場 島田療育センター（グラウンド・外来など） 

時間 入所・デイケア利用者 14:00～18:45 

 地域・一般参加者 15:00～18:45 
 

※詳細はホームページでご案内しています。 

 

277号 訂正のお詫び 

6月に発行しました島田療育センターニュース277号冒頭

において、新たに就任した髙山副院長の名前が誤っており

ました。お詫びして訂正いたします。 

誤：髙山 信一郎 → 正：髙山 真一郎 

 

 6月24日（月）に第7回島田

療育センター集談会を開催し

ました。今回は口演発表は2題

と少なめでしたが、ポスター

発表には10題の申込みがあり

ました。 

 今回からの新たな取り組みとして、優秀賞の設定とポ

スター掲示期間の延長が挙げられます。優秀賞は院長、

学術研究・研修部長、座長の3名がそれぞれ「内容の充

実度」「わかりやすさ」など5項目を評価して選出する

ものです。ポスターについては、今まで当日のみの掲示

だったものを翌日から1週間食堂に掲示し、多くの方に

見ていただけるようにしました。今後もセンター全体で

様々な情報を共有できるように努めていきます。 

 （集談会運営委員 神田 水太） 

2019年6月現在（敬称略・五十音順） 

職業又は経歴

河島　洋征 島田療育センター　父母会会長

木実谷　哲史 島田療育センター　院長

高橋　孝雄 慶應義塾大学医学部小児科　教授

名取　はにわ 学校法人日本社会事業大学　理事長

松下　恵 島田療育センターを守る会　代表

山川　常雄 前　日本心身障害児協会　理事長

太田　義次 元　多摩市役所　総務統括部長

深沢　清時 社会福祉法人天童会　参与

顧問 羽毛田　信吾 昭和館　館長

氏名／役職

監事

理事

河
理事長

　幹夫
社会福祉法人日本心身障害児協会　理事長　兼

神奈川県立保健福祉大学　名誉教授

職業又は経歴

明石　雅幸 社会福祉法人　読売光と愛の事業団　事務局長

有馬　正高 東京都立東部療育センター　名誉院長

飯野　順子 社会福祉法人天童会　秋津療育園　理事長

井田　千昭 前　社会福祉法人日本肢体不自由児協会常務理事

伊藤　雅子 社会福祉法人　多摩市社会福祉協議会　会長

遠藤　浩 元　独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園　理事長

大下　英和 東京商工会議所　総務統括部長

篠塚　肇 公益社団法人　経済同友会　執行役

清水　満昭 清水地所株式会社　代表取締役会長

北郷　勲夫 元 財団法人日本障害者スポーツ協会　会長

村岡　幸彦 国士舘大学　体育学部　学部長

村田　篤司 元 東京都健康推進財団　常務理事

森　和茂 一般社団法人生命保険協会　理事・事務局長

渡辺　幸子 前　多摩市　市長

渡邉　純雄 竹田・渡邉法律事務所　島田療育センター顧問弁護士

氏名／役職

評議員

東京都福祉保健財団様から助成

を戴き、スヌーズレンカーの導入

を進めています。先日納車された

車には、入所利用者様が描かれた

絵が大きく印刷されています。 

 

今後はスヌーズレン用品を積み

込んで、利用者様のご自宅にお伺

いする予定です。 


